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ワカサギ HYPOMESUSOLIDUSの生態学的研究

第4報 石狩川へ湖上するワカサギの年令について

浜田啓吉

〈北海道大学水産学部発生遺伝学教室〉

Ecological Study of the Pond Smelt， Hytomesus olidus 

4. on the age of the pond smelt ascending in tlJe Ishikari River 

Keikichi HA)fADA 

Abstract 

T恥 pondsmelt， H，仰mesllso1idlls (P .ALUS)，ぉcendsto spawn in the river Ishikari from 
the S(>a toward the end of May. The age of this a総回dingsch∞1 remains unknown at pre鑓nt.
The wIIter has obtained specim朗 sof pond smelts from the bay of臼horoon July 31， Sep. 
tember 3， October 3， 1952 and May 8， August 4. August 19， 1鋭)3. Tbe investigati<四ofthese 
S戸cim回 sh鏑 ledto the倒 lc1ωi∞thatthe pond 9melts in the bay of 臼horogrow about 1∞mm 
inlbody length during僻 y即.白1t恥 otherhand. the抑 ldsmelt a悶 ndingto spawn in the 
river Ishikari toward the end of May al鈎 showa body length of about 11∞mm (Tables 1 & 33). 
Moreover， the fishes from both localities are very similar in the number of vertebrae. The mode 
of the distribution of the vertebral number is 57 in both fish<<渇(Tables2 & 3b). VIぽtebraein the 
vertebral∞lumn of pond smelts ∞Uected from m血 yother I∞alities are likely to run 55 or 56 
(5ato， R. & Kato': Y.， 1錨1).
町田1the above， the writer concludes that the pond smelt inhabiting the OOy of Oshoro加 d
tOO fish舗聞ld包gin the riVlぽIsh泳釘ibe10ng to the錨merace. The fisbes of this race live in the 
sea for a year， mature tb田，anda間 ndto spawn in the river. 

緒冒

石狩)1.1へ五月下旬ワカザギが産自卵の渇に海から規kすることは既に報告されたく浜田， 1:弱33)。じかも此
等のワカサギは体長の変異少く同一年令群であり，多分一年魚であろうということを述べた。しかしながら

一年魚であるかどうかについては務な根拠が与えられなかった。筆者は石狩川で勝化した稚仔は石狩川の注

入する石狩湾及びその附近で生育するものと考え，忍路湾に於て地曳網により木喜重を採摘することを試みた

結果若干の木種を得た。此等の標木の体長から湾内に於るワカザギの生長過程を，叉その脊椎骨数から石狩

}IJへ湖上するワカサギと忍路湾のワカサギとは同ーの群であるという結果を得，石狩川へ湖上するワカサギ

は一年魚〈満一年〉であることを知ったのでこ与に報告する次第である。

木研究に終始御指導をいた吋、た斎藤三郎教授並びに新山英二郎助教授に厚〈感謝する次第である。叉標

本蒐集に御協力をいた営いた山崎為蔵氏及ひ・信太和郎氏に感謝する。

材事時及び方縫

サムフ・)¥.-は表1.2及び3に示された通りである。何れも採捕後約 10.%ホルマ)):.-に漫潰した。休長は下

顎前端から尾鱒基底迄を測定し，脊椎骨数には尾部棒状骨 (Urostyle)を含め下尾軸骨 (Hypuralbone)は

含まれない。備本報告中に使用されるサムフ・1レ記号は表1及び2に示されたものである。
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忍路湾内に於るワカサギの体長組成の菱化を追跡し，湾内に於るザカザギの生長t知ろうとしたが，表1
及び図1は出現した本種の体長組成である。 1952年7月31日〈ザムフ・)Va)に多数のワカザギを捕獲したが

その中から101尾をとり測定した(個体による体長変異が少いので測定を打切った〉。体長は 35-44mmの

間にあり就中4O-44mmのものが多く101尾中80尾である。この標本を網走湖産ワカザギの体長と比較する

と，網走湖産当才魚， 19必年1月22日採集， 45-89mm， 1蜘年9月お日採集， 30-倒mm，1952年10月27日

採集.35-伺mm(何れも海から湖上したものを含む，浜田， 1953c)である。叉極めて発育の惑いと思わ

れる大沼産ワカサギも満1年で体長のモードは47mmにあり〈浜田， 1953a)，忍路湾でとられたザムプルa

はO才魚〈当才魚〉であること即ちこの春 (1952年〉に勝化したものであることが知られる。石狩JI¥へ産卵

の為ワカサギが湖上するのは五月下旬であり35-44mmの体長は約2ヶ月の生長を示す(忍路湾のワカサギ

と石狩JI¥へ湖上するものとの関係は後に述べる)01952年9月3日の標本〈サムフ・ルめは8尾より採ること

が出来なかったが，体長は印-74mmにありザムプルaの1ヶ月の生長正見ることが出来る。ついで1952年

10月3日の標本仁サムプルc)1例国体は75-84mmの間にあり， 9月3日から 1ヶ月の生長を示してゐる。

此の後は湾内にチカ均ρ側 ιsusja.ρonicus (BRl!IVOORT)が出現し，ワカサギと入れかわるらしく湾内で何
度もワカサギの採捕を試みたがとることが出来なかった。翌1953年5月8日には体長101mm，O，鱗に年輪

らしいもののない. 1個体を得た(サムプルd)。本標本の体長は石狩JI¥へ視tするワカサギのそれと等し

いが，規上するものかどうかは疑わしい，何故なら精子は既に放出されたらしいからである。石狩湾内でワ

カサギの産卵が行われるということは何等の手がかりもなく，叉石狩川以外にワカサギの視kはなく，これ

に対する説明は現在は出来ない。 1953年8月4日には叉体長35.5mm(性?)， 1個体を得(サシプノve)， 

向8月19日には多数の標本を得た。此の中から 101個体を抽出した。その体長は 45-5蜘1mの間にあるくザ

ムプルf)。此の標本も前年の7月31日に得られたサムフ・)vaと同じく体長の個体差は少い。

以上が湾内に於るワカサギの生長過程であるが，石狩川へ湖上するワカサギの体長は釦-l44mmの聞に
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ある CTable3a)。サムプル

cが生長し石狩川へ湖った

ものとすれば10月から翌5

月下旬迄の生長は約20mm

であるが，冬期間の生長の

遅滞があるとしても十分に

生長し得る大きさである。

各サムフ・ルの鱗相は十分

注意して観察されたが年輸

は認められず，鱗の大きさ

の増加につれて環状線の増

方日があるに過ぎなU、。

白石 (195のによれば諏

訪湖産ワカサギは1ヶ年で

約1∞mmに生長する。此の
諏訪湖のワカサギとの比較

によっても石狩JIIへ湖上す
るワカサギが満1年魚であ

ることは推定される。

ぎて忍路湾のワカサギが

満1年で石狩11Jへ湖上する
ワカサギと等しい体長にな

ることは知られたが，石狩

}I(へ視kするワカサギと忍

路湾に出現するワカザギが

同一群であるなら石狩川へ

測るワカザギは満1年魚で

あるこ止が結論される。こ

の点を明かにする為に脊椎

骨数を比較して見た。

ワサギの生態学的研究(心
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種族の指標として前借骨

数が多くの魚種について用

いられているが，湾内のワ

カザギが石狩川へ湖上する

ものであれば両者は同一の

脊椎骨数を示すであろう。

石狩川へ湖上するワカザギ

の脊椎骨数は55-58にあり

そのモードは57であるく表

3bう。 Sato，R. & Kato， Y. 

骨椎脊

Body Length Cmm) 

Fig. 1. Distriburion of the pond smeIt obtained from Oshoro Bay 
a∞ording to body Iength in miIIimetres. a: specimens∞IIected 
on July 31， 1952. b: specimens col1ected on September 3， 1952. 
c: specimens∞IIected on October 3， 1952， d: specimens collec飴d
on May 8， 1953. e: specimens∞IIected on August 4， 1953. 
f: specimens coUected on August 19， 1953 
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Fig. 2. Distribution of the numt町 ofvertebrae of 
the pond smelt obtained from 臼horoBay a: specimens 
∞llected on July 31. 1952. b:司蹴imens∞lIected
on September 3， 1952. c: sぴ詑imenscollected on 
October 3. 1952~ d: s伊cimenscolleted on May. 8， 
1953. e: specim凹 scollected.on August 4. 1郎3. f: 
spE詑imens∞Uectedon August 19. 1部3
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(1951)によれば陸奥湾を除き他の多くの地方の

ワカサギは脊椎骨数分布のモードは何れも田叉

はそれ以下である。叉浜田 Cl953c)によれば

網走湖及び附近の海或は湖から採られたワカザ

ギの脊椎骨数の分布はモードが何れも56にある。

叉石狩古川のワカサギの脊椎骨数は極めて少

いくモード田〉ということも知られている〈浜

田1953b)o郎ち石狩川へ測るワカサギは脊椎骨

数によって特長づけられる。さて忍路湾産ワカ

サギの脊椎骨数は表2に示された様にサムフ・ノレ



ワザギの生態学的研究(心

aでは55-59であり57!ニモードがあるob， cは共に56-回の間にありモードはaと同じく57にある。 dは

1個体であり前述した様に石狩JI(へ視上するものかどうか疑わしいが脊椎骨数は56である。ザムプルeも57

の脊椎骨をもち， fは54-59の脊椎骨数をもちモードは同様に57である。

浜田:1製自5)

Table 3a. Distribution of specimens ac-
伺 rdingto加dylength in millimetres， obtained 
(rom the Ishikari River on May 27， 1949 
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Table 3b. Distribution of t恥 numほrof 
vertebrae of the pond smelt obtained from 
the Ishikari River on May 27， 1949 
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Fig. 3. a: Distribution of the pond smeIt， 
obtained from the Ishikari River on May 2九四49，
according to the加dylength in millimetres. b: 
Distribution of the vertebral number of tbe pond 
smeIt obtained from the Ishikari River on May 
27， 1倒9

4 

以上に述べた様に石狩川に湖上するワカサギは脊

椎脅から見て他の地方のものとは具る。しかも石狩

川の注入する石狩湾の一部にある忍路湾tこ出現する

ワカサギは石狩JI(へ観主するものと同様の脊椎骨数
を示す。このことは忍路湾のワカサギが石狩JI(へ湖
上するものであるという根拠として十分なものであ

ろう。たヨ Sato，R. & Kato， Y. (1951)によって

陸奥湾のワカサギ脊椎骨数が57-58に多いことが報

告されているが，このことは忍路湾のザカサギの一

部が海軽海峡を遭って陸奥湾に入ったと解すること

も必ずしも不可能ではないが，別若手と見るのが妥当

であろう。

58 

論

以上各項で述べた様に忍路湾のワカサギは満1年で石狩JI(へ規kするザカサギと同ーの体長に逮し，しか

も脊椎骨数が両者ともそのモードは57という特に多い数を示すことから他地方の群とは区別され，両者は

問ーの群〈種族〉であることが結論される。更に忍路湾のワカサギは1ヶ年で体長約1∞mmfこ達することか

-217-

錨



北大水産禁報 VII，3 

ら，石狩川へ湖るワカサギは満1年魚であることが知られる。
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